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2040年問題（超高齢社会）を考える

平素は、森本たかしNEWSをご愛読頂き、ありがとうございます。
今回は、2040年問題（超高齢社会）に伴う、介護の課題について、取り組んでいます。
特に、木津ニュータウンでは、子どもと同居、近居ではない方が多いのが実状です。
超高齢社会に向けての将来予測と今後の取り組みをご報告します。
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ごあいさつGREETING

森本 隆新風コスモスの会

①市全体の75歳以上の人口は、2023年約10,566人から、2040年約13,400人に約1.27倍に増加する。
地域別に分析すると、木津西圏域（兜台、相楽台、木津川台他）が約1.4倍以上に増加する見通し。
②要介護度が高い（要介護３～５）高齢者は、2024年から2040年に向けて、約1.7倍に増加する見通し。

将来予測

①「要介護度の高い高齢者がどこに住み、誰が介護するのか」が2040年の超高齢社会の最大の課題。
②2024年要介護３～５の方々1307人は、特養等施設に423人、自宅・有料老人ホームに882人居住。
2040年には、2173人に増加する将来予測、特養等施設定員を706人に大幅に増やす必要がある。

課　題

①特養等の施設定員を増やすために、特に小中学校の児童数減少により空き教室が増える中、京都市等、先進
自治体で実施している「学校施設の介護施設への転用」を計画的に進めるべき。

②介護人材確保が難しくなる中、外国人の介護人材確保と同時に、介護ロボットの導入を目指して、2040年を
見据えた「木津川市介護テクノロジー導入計画」を策定し、市独自の購入・レンタル補助制度を進めるべき。

市への提案

市内　各圏域75歳人口推移
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介護ロボットを活用する社会へ
出典：第10次木津川市高齢者福祉計画（2024年3月発行）
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山口県下関市（人口24万人）の上下水道
局を訪問し中長期的な経営戦略、AI・人
口衛星を活用した漏水調査など、勉強さ
せていただいた。

下関市水道局で販売
している、災害備蓄用
飲料水「関露水（かん
ろすい）」、1本100円

1959年 大阪府生まれ／1997年から兜台7丁目在住
大阪府立茨木高等学校卒業／京都工芸繊維大学 機械工学科卒業
元パナソニック（株）社員 ［勤続32年・2015年退職］／木津川市議会議員（2015年～）

morimoto077473@clock.ocn.ne.jp
https://takashi-supportclub.net/

HPリニューアル

プロフィール森本隆［ もりもと たかし ］

新風コスモスの会所属無所属

●兜台７丁目自治会長（2期） ●青少年育成委員（4年）
●東日本大震災「はじめの一歩コンサート」を主催
   （2011年から5回実施：於 高の原）

［ 家族 ］ 妻と一男一女 ［ 趣味 ］ 写真撮影、旅行、ゴルフ

議会役歴
主な活動履歴

市議会議長（2021年～2023年）／産業建設常任委員会 委員長（2025年～）
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張りコンクリート工法


